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F星 の 家』の子どもた

青少年の自立を支える会 事 務局長 褐  口  雅  章

『あんな子どもたちのために私たちはがんばるの?』

先日の 「星の家まつり」のとき、何人かのポランティアの人が発 t/こ言葉ですぃまつり当日、星の家に

住な女の子 2人が手伝いに来ました。 2人の格好は、茶髪、ピアス、厚化粧、そして露出部分の多い服装、

だれが見てもヤンキーな娘です.一 般的な惑情どにて 「あんな子どもたらの/こかに私たち!よがんぱるの ?J

とい う言葉!よ、当然のこどかも宍口れませんⅢ

それでは、星の家の子どもたちをどのような子である (でなくてはならない)と 考えているので にょう

かゎ 「!む根が こっかりして、自立するために黙々とがんばり、そして支援 してくれる人たちへの感謝の

気持ちを持 ,)、周囲の期待に懸命に応えようとする子J、 そんな 「いい子Jを 超係 しているのかも求口れ

ません“ぅ

でも、そんな子どもたちな',ば、星の家を利用するまでもなく、家族や児童養護施設、里親のもとから

十分に自立 ヒていけるのです.

『自己感が希薄な子どもたち』

星の家の子どもたらに共通 していること、それは 「自己惑の希爵さJで す。子どもは、その,こ(自我)

の発連の第一女F瞥にガいて、その後の人間テタ成にとって、最も重要な 「基本的信頼」を身につけなければ

なりません1,これほ、自分を無条件に愛 と、受け入れてくれる人人との間に形成されるものて
い
、規、それ

にかわる施設戦貫や堅規の方が、 「基本的信頼」を結ャSi対象となります。

とか と、景の家をオil用する子どもたちは、特定の大人との間に 「基本的信瀬」わ新夕成 されないまま、

費者の牧求や承認の快求が満たされないまま成長 していきますから、自分の存在そのものに自信を持って

いません.,このように自己惑の希薄な子どもたら|よ、 「自分は無力だ、劣等だJと 自己に対 して否定的な

イメージを持っていますか ',、常に周囲に対 して虚勢を振っていなければ、千鶏な自己が保てません。

また、自分の置かれている立場や将来を見濯えて、今、何をすべ きなのかとい う認識も欠けています

が ')、自分自身の行動を省みなが '9、まりよく生きようどヽヽ う意狭は持ちにくく、利那的、享楽的な生活

を基ることになりがらです。星の家の間をたたく子どもたちの多くほ、そんな子どもたちなのです。

『信頼関係を形成し、自己を取り戻していく場、それが星の家です。』

星の家では、大きくなってしまった子どもたちとのつきあいは、改めて信頼関係を作り上げてい くと

いうところか ')スター トします「〕 「自分|よどうでもいい存在ではなかったんだJと いう感覚が、共に生活

するなかで、次第に大きくなってヽヽ と、そして少こずつ自己を取 り戻 してい くと考えています(〕

とか し、この道のりは決 して平担ではなく、険 といものがあります。子どもは、大人か ')長切られた数

だけ大人を実切ると言われています。ホーム長である星さん夫婦は、裏切 ')れても実切られても、いつの

日か信頼関係ができることを信 じ、子どもどの関わりを続けてい力`なければなりません。わたしたちは、

星さん夫婦どともに子どもたちの自立を考え、できるかざりの支援をしていきたいと思ってヽヽます(〕
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男一回『星の家まつり』盛大に開催|

去る4月 4国 (日)に 亨都宮市総合コミコニティ
ーセンターで開催された 『呈の家まつり』は、即1寒い国

IEもががわらず、多<の 来場者を迎えることができ、目操を大き<越 える約700, 000円 の収益を上げ

ることができました。

何力月も前から準備を進めてきた実行委員会の仲間、当日、声をから|ン運営を手伝って<れ た仲間たちひ

とりひとりの力が、こんな形になって成果を収められたことは、とても大きな意味をi寺つものであり、支え

る会の仲間の交流の1易と|_ノても大きな役割を果たしノたといえます。

当日の各コーす
―からは、次のような反省声などがあげられました。

″ヾ ・ザ |十■

品物、ポランティアとも充実し大人気となった。来場者の声も、品物が豊富でいいも

のがたくさんあった、売り子さんが多くて買いやすかつた、気持ち良く買うことができ

た、など全般的に好評だつた。

品物の値段は、ボランティア、来場者からも 「安い 1』との声が多かつた。

串牛 予定を越える売り上げがあった。値段と量などについて、翻 ツ要かと思う。会場

からは、塩味のものや柔らかいものへの要望があつた。

みそ|おでん 事前準備の段階から多くの人の協力をいただいた。当日は、調理室と会場が離れてい

たため、鍋を運ぶのが大変だった。持ち帰り用のパックにすると売れ行きが上がった。

焼 き・そ―ば

‐
ナラーイドボテト

事前準備での小 中  高 校生の協力が大きかつた。値段、量の王夫が乾要か。

予定どおり完売。揚げたてのもの提供することに,と唯Hすた。

ン おいしいパンだと大好評。子どもたちがカゴをかわいくデコレ
ーションして、呼び込

みも工夫して売っていた。

わ■た あiめ わたあめの他に駄菓子を揃えて 「くじ引き』や 『ボ
ール当てゲーム』などの子ども向

けのコーナーを作り、楽しみをメインにするとよいのではないか。

和 1 菓 ■1子 小学生のポランティアが自分で工夫して売り込みをしていた。ボランティアの子ども

たちは、それぞれに人のために役立つことを感じたようだ。

ンIス ・]■t― 当日は、寒い日となってしまい残念だった。種類は豊富だつわ kコ
ーヒー十ケーキ

などの売り方の工夫もあるとよい。

花鉢 客数に対する売り上げが大きかつた。花の種類を多くできるとよい。

ア|トラ|クシ|ゴ|ン

|は|ド出↓ン」■)|

アトラクションとメイン会場は同じでよかつたのではない力ヽ

「親子で楽しめる人形劇」とPRじ 潮 k内 容力胡 さヽな子どもには理解できなかった

ようである。また、開演時間についてポスタ
ー等に書かれていなかったのでお知らせす

る芝喜動 あヾる。



はtうめての 『星の家』まつりの開催でしノたが、バザ
ー品の値付けやチランの配付などを手伝って

くれた星の家の子どもたち、事前準備から当日の運営まで手伝ってくれた多<仲 間、アトラクショ

ンで協力して<れ た 「くぐつ」のみなさん、その十よ ノヽザ
ー品の事付やPR等 にご協力いたたいた

多くの方々のおかげで、イベントを終了することができました。

『星の家』の支援を目的としたこのイベントで、当日のボランティアは 106名 を数え、 『星の

家』に関わるボランティアのそれぞれの装が見えたことは大きな収種たったとする声や今まで個人

で関わっていたものが、横の連帯が_7~生えたという意見が多<聞 かれたことは、子どもたちをみん

なで支えていこうとする気1寺ちを形として表すことができた
一つの結果と言えるのではないてしょ

うか。

当日は、食品を扱った槙擬店も多かったのですが、食中毒や火傷、ケガもなく、参加した仲間が

らは、自分のできるほんの少しのことが、人のために役立つことを改めて感じたとか子どもたちの

さも ざりを見ていて王ネルギ
ーをもらうことができたなど、得るものも大きがったようです。

イベントの運営ては、実行委員会体制や全体的な見直しのほか、会長やボランティア以外の来場

者が少なかったことや来場者の年齢層が高がったことがら、子どもや親子連れて来て楽しめるよう

なコーナーを設け、会長以外への宣伝の方法に工夫するなどの検討が必要だと感じました。

第一回 『星の家まつり』 収 支決算書

1  1 入

t  i 出

収入 976,018円 支出 273,143円 略  702′875円

項 目 金 額 備 考

1 ノ リヽー収入 621,密0 円 食品、食器、手作り品、日用品、衣類、鉢花ト

切り花、野東、おもちゃ

2 模 擬店llk入 296,599 午尋、みそおてん、焼きそば、フライドポテト、

わたわめ、和菓子、フュス・コと、ノヽン

3 募金、寄付金収入 51,259 Pトラウわ 会場・受付 ・各売場の募金及び寄付

4 そ のイ也収入 6,鶴0 e矢み物買い取り

岳十 976,018

項 目 金 1 lSi薫 備 考

↑ 本 占陥 費 69,579 円 会場使用料、事務用品、発電機賃借料 手

2 ハ ザー関係経費 6,324 ノ~卜 、ビニール袋 挙

3 模 擬店関係経費 197,240 ガス∃ンロ、食器類等経費

三十 273,143

蝉く寸
= 協` 力 、 あ り が と う ご ざ

・
い ま し た ! !



愉しいできごと ～  『星の家まつり』から見えたこと ～

“
私たちは、そのとき気がついてみると 『星の家まつり』の準備に手を染めていたのです

"

星の家まつりは、大変多くの人 の々参力酎こよって成り立っています。もちるん、その参加の仕方

を見ると、企画 ・立栗 '運営に携わった人 、々バザーに貴重な品物を提供してくれた人々、バザ
ーの手作りの品物を作って<れ た人々、ビラを作った人 、々たくさ/tO品物を保管|ノてくれた人
々、品物を運ひ出|ソて<れ た人 ト々トラッヽづの運転 ・手配を中tソ出て<れ た人々、槙擬店の準備 ・

売り子としブて携わった人々、受付をして<れ た人 、々楽ししヽ人形虜けてまつりに花を添えて<れ た

人 、々そして当日よつりに参加1_ノて<れ たすべての人々、というように多様です。

参加の動機について、私自身のことを振り返ってみると (これほ多くの参加者が感じているの

ではないてしょうが)、 何か固しヽ決意や使命感に駆り出されて参加したのではなく、 “そこに
f愉

しそうな雰囲気が'票っていた
" “
人を弓き込む輔   【Ⅲ票つていて、つし引き込まれた

"と
いうこ

となのです。ある人は、 “一時の夢
"と
表現されていまし私

私たちの社会ほ今、閉塞的な状況にあると言われています。しガtノ、星の家まつりを通tノて見

えたように、ひとりひとりの顔が見え、人のやさしさを実感できる、新しい人と人との結びつき

(仲間)を 作り合える活動には、私たちの求めているもう一つの生き方を垣間見ることができま
す。もちるんそこにほ閉塞的な気分宙救塵もありません。

私は、青少年の自立を支える会に手を染め続けることを決意したとこうです。
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